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　埋蔵文化財は郷土の成り立ちと文化を理解するうえで欠くこ

とのできない貴重な遺産です。肥沃な善光寺平の中央部に位置

する長野市においては、その歴史の積み重ねを物語るように、

現時点で１，０００箇所を超える数多くの遺跡が周知されています。

これらの地中に埋もれている貴重な歴史、埋蔵文化財は国民共

有の財産であり、さまざまな開発行為により失われてしまうこ

とに対し、私たちはその保護と保存および公開という大きな責

務を負っています。現状保存が困難な遺跡については、記録保

存という形で後世に伝えていくために、発掘調査が不可欠とな

ります。

　このたび、福祉施設建設に伴い押鐘遺跡の発掘調査を実施し

ました。小規模な調査ながら、貴重な遺構や遺物を発見するこ

とができました。ここに長野市の埋蔵文化財第１３６集として刊

行いたします本書は、その成果をまとめたものです。この報告

書が文化財に対する一層のご理解と、地域史解明の一助として

お役立ていただければ、まことに幸いに存じます。

　最後になりましたが、埋蔵文化財保護に対する深いご理解と

ご協力を賜りました事業関係者各位及び、発掘作業に際して多

大なご尽力をいただきました地元の皆様方、また報告書刊行に

至るまでご支援・ご指導賜りました各位に厚く御礼申し上げま

す。

　

　

　　平成２６年３月

　

長 野 市 教 育 委 員 会

教育長　堀 内 征 治



例　　言

１　本書は、愛の家グループホーム長野吉田新築工事を起因とし、記録保存を目的として実施した埋蔵文化財発

掘調査の報告書である。

２　発掘調査事業は、委託者　伝田孝吉　と受託者　長野市長　鷲沢正一（～平成25年11月10日）及び長野市長　

加藤久雄（平成25年11月11日～）との埋蔵文化財発掘調査委託契約に基づき、長野市教育委員会（長野市埋蔵文

化財センター担当）が実施した。

３　調査地は、長野市吉田２丁目２３８-１の一部である。開発事業の敷地面積は９４８．９９㎡、建築面積は３０３．４４㎡、

うち１００㎡を発掘調査の実施対象範囲とした。調査期間は平成２５年７月３１日から８月１２日である。

４　現場における調査は小林が担当し、主に遠藤がこれを補助した。本書の編集・執筆は小林が担当し、調査員

が分担してこれを補助した。

５　調査によって得られた諸資料は、長野市教育委員会埋蔵文化財センターで保管している。なお、遺跡略記号

は「ＡＯＫⅡ」とし出土遺物の注記に表記してある。

凡　　例

１　本書では遺構の略記号を以下のとおりとしている。

　　　　ＳＢ…竪穴住居跡、　ＳＫ…土坑、　ＳＰ…小穴、　Ｔｒ…トレンチ、　Ｇｒ…グリッド

２　遺構の測量は㈱写真測図研究所に委託し、コーディックシステムにより１：２０の縮尺で基本原図を作成した。

図中で示す方位はすべて座標北、座標は平面直角座標系の第Ⅷ系座標値（日本測地系２０００）に基づく。遺構実

測図の基本縮尺は１／４０、異なる縮尺を用いる場合は明示してある。

３　本書に掲載した遺物番号はすべて連番とし、本文および挿図・図版の番号は一致する。

４　遺物は原寸にて実測図を作成し、遺物実測図の基本縮尺は１／３である。

５　遺構実測図および遺物実測図において、焼土等の範囲や土器の種類、黒色処理等の区別はトーンによって下

記のとおり表記した。

　　　　　  … 焼土の範囲　　　 　　　 … 内黒処理　　　　　　  … 須恵器　　　　　　  … 灰釉陶器
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Ⅰ　調査の経過

１　調査の事務経過

　平成２５年６月１４日に大和ハウス工業㈱長野支店より事業地の照会があり、老人介護施設である愛の家グループ

ホーム長野吉田の建設工事計画が明らかとなった。事業地の隣地において平成２年に発掘調査が行われている

（「長野市の埋蔵文化財第４１集　押鐘遺跡」）ことから、保護措置を講ずる必要がある旨を回答した。協議の結果、

建物基礎部分が埋蔵文化財に影響が及ぶ範囲について本発掘調査を実施することとなった。７月１０日付けで傳田

孝吉より文化財保護法９３条第１項の規定に基づく「土木工事等のための埋蔵文化財発掘の届出書」の提出があり、

７月１７日付けで市教委教育長より「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について（通知）」（２５埋第２－

４７号）によって発掘調査の指示が出された。７月２２日付けで傳田孝吉より発掘調査依頼書および土地所有者の承

諾書が提出され、受理する。７月２９日付けで委託者傳田孝吉と受託者長野市長鷲沢正一とで「埋蔵文化財発掘調

査委託契約書」を締結し、７月３１日より８月１２日まで発掘調査を実施した。実質調査日数は８日間である。１０月

２８日付けで県教委教育長・委託者傳田孝吉宛に「発掘調査終了について（通知）」、長野中央警察署長宛に「埋蔵

文化財の発見について（通知）」を提出する。平成２６年３月２６日付けで「埋蔵文化財発掘調査変更委託契約書」

を締結し、３月３１日付けで傳田孝吉宛に「埋蔵文化財発掘調査委託業務実績報告書」を提出する。同日『浅川扇

状地遺跡群　押鐘遺跡（２）』を刊行する。

２　調査の体制

　調査主体者　長野市教育委員会教育長　　堀内征治

　調 査 機 関　文化財課　　　課　　長　　青木和明　

　　　　　　　埋蔵文化財センター所長　　小山敏夫

　　　　　　　庶務担当　　　係　　長　　河口英明

　　　　　　　　　　　　　　職　　員　　大竹千春

　　　　　　　調査担当　　　係　　長　　飯島哲也　　　　　　専 門 員　　柳生俊樹（調査員）

　　　　　　　　　　　　　　主　　査　　小林和子（調査員）　専 門 員　　髙田亜紀子

　　　　　　　　　　　　　　主　　事　　塚原秀之　　　　　　専 門 員　　平林大樹（調査員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専 門 員　　田中暁穂（遺物撮影）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専 門 員　　遠藤恵実子（調査員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専 門 員　　日下恵一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専 門 員　　篠井ちひろ

　発掘作業員　　江守久仁子・岡沢貴子・杉本千代・諏訪里子・古澤栄・宮下稔・森はる美

　整理調査員　　青木善子・鳥羽徳子・中殿章子・武藤信子・矢口栄子

　整理作業員　　清水さゆり・関崎文子・西尾千枝・待井かおる・三好明子

　遺構測量業務委託　　株式会社写真測図研究所
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３　調査日誌抄

７月３１日　重機により遺構面まで表土除去作業。

８月１日　午前中雨天により現場作業休止。重機により遺構面まで表土除去作業。

８月２日　遺構検出作業。雨天により午後現場作業休止。

８月５日　全体写真撮影。重機により遺構面まで表土除去作業。

８月６日　雨天により現場作業休止。

８月７日　ＳＢ１、ＳＢ２、ＳＢ３、ＳＫ１の掘り下げ。

８月８日　ＳＢ１、ＳＢ２、ＳＢ３、ＳＫ１の掘り下げ。調査区東側にグリットを設定、掘り下げ。

８月９日　掘り下げ作業完了。写真撮影。測量。撤収作業。

８月１２日　測量図結線。現場作業終了、撤収。

Ⅱ　調査地周辺の環境

　飯綱山を水源とする浅川は山間部を侵食流下した後、浅川東条地籍の通称「浅川原口」を谷口として盆地に流

入し、東南方向を主軸とした平均斜度１／４５を計測する典型的な扇状地を形成する。この浅川の堆積作用によっ

て形成された中規模扇状地は、「浅川原口」を扇頂に、南は城東町・西和田で裾花川扇状地と、扇端は金箱・富

竹付近で千曲川氾濫原の後背湿地と接する。この浅川扇状地上には、各時代の集落遺跡が数多く分布しており、

市内有数の規模を誇る「浅川扇状地遺跡群」として把握されている。

　押鐘遺跡は浅川扇状地扇央付近に立地し、浅川扇状地遺跡群の周知の範囲内に位置する。調査地の北側約２００

ｍを浅川が南東方向へ流れる。周辺地形を概観すると、北西から南東方向へ傾斜が認められる。標高は現況で

４０４ｍから４０３ｍを測る。遺跡周辺は水田や桑畑として地目利用されていたが、近年、長野市北部を東西に貫通す

る都市計画道路北部幹線の開通や「長野市檀田土地区画整理事業」など大規模な造成工事により、商業地化・住

宅化が著しい。

　今回の調査区隣地においては、平成２年度に宅地造成事業を起因として、約３３０㎡の発掘調査が行われている。

調査の結果、弥生時代後期後半箱清水期とみられる土坑１基、平安時代の竪穴住居跡１軒、溝跡・土坑等が検出

された。出土遺物の様相から、弥生時代後期～中世にわたる集落跡の一部であると考えられる。押鐘遺跡の北東

約２００ｍの地点には浅川端遺跡があり、特に弥生時代後期～平安時代にかけては浅川端遺跡との関連が想定され

る。浅川右岸に広く展開する比較的大規模な集落の南限に位置づけられる可能性が高い。また、押鐘遺跡南東約

５０ｍには盛伝寺居館跡が存在する。盛伝寺は天正年間に多田氏の居館跡に寺を建てたものと伝えられる。平成２

年度調査では青磁碗破片が検出されており、これとの関連が想定される。



― 3 ―

図１　調査地位置図（１／２００００）

図２　調査区位置図（１／５０００） 図３　押鐘遺跡調査地点位置図（１／１０００）
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Ⅲ　調査の成果

１　概要および基本層序

　調査区は、開発事業である愛の家グループホーム長野吉田の建物部分のうち、基礎によって遺跡に影響がおよ

第４図　遺構分布図（１/１００）

第５図　土層柱状図（１/４０）

１　黄褐色粘性土層　　水田耕作土　鉄分沈着	 	 	 ５　黄褐色礫層　　　　　黄褐色砂質土を主体とするが、５~２０㎝の円礫を多量に含む
１' 白灰色粘性土層　　水田耕作土　鉄分沈着	 	 	 ５' 黄褐色礫層　　　　　５層よりも円礫少ない	
１'' 青灰色粘性土層　　含鉄分　水田耕作土	 	 	 ６　黒褐色土層　　　　　７層よりもわずかに黄色味をおびる	
２　黒褐色土層　　　　直径１㎝程の小石等がわずかに混じる	 	 ６' 黒褐色土層　　　　　６層に比べて鉄分を多く含む	
３　黄褐色砂質土層　　黄褐色を主体とし黒色土、灰色土が斑状に混じる	 ７　暗黒褐色土層　　　　５層に比べて粘性は弱い	
４　黒褐色土層　　　　粘性、しまりややあり	 	 	 ８　暗茶褐色砂質シルト	 	
	 　　　　　直径１～３㎜ほど小礫をわずかに含む、炭化物をやや含む	 ８' 青灰色粘性土層　　　６層と同じく鉄分を多く含む
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ぶ範囲１００㎡について設定した。平成２年度に調査を行った押鐘遺跡調査区の東側に隣接する。限られた範囲で

はあるが、住居跡３軒および土坑１基が検出された。しかし、いずれも部分的な検出にとどまった。

　調査区内に４箇所のトレンチを設定し、層序の確認をおこなった。１層、１'層は水田耕作土。１''層も水田工

作土であるが、平安時代遺物包含層である。２層上面が平安時代遺構検出面となる。４層は小礫、炭化物を含み、

弥生時代遺物包含層である。トレンチ２ではこの層は確認されていない。５層上面が弥生時代遺構検出面となる。

５層では円礫が多量に含まれていることが確認された。遺構分布図に示したとおり、調査区の南西部分に礫層が

広がるものと考えられる。

２　遺構と遺物

ＳＢ１
　調査区の南西部より検出され、ＳＢ３と切りあい関係にあり、ＳＢ３より新しいと考えられる。角丸方形を呈

し、検出面から床面までの深さはおよそ１２㎝を測る。床面の確認のため住居内にトレンチを設定した。礫層の直

上が床面であることが確認された。一辺は２．６ｍと３．０ｍを測るが西は調査区外となっており、南はＳＢ３との切

りあいのため詳細は不明である。柱穴およびカマド等の施設は検出されなかった。

　図化し得た遺物は土師器の坏（１・２）２点と甕（３）１点である。２は高坏の可能性も考えられる。本住居跡

の年代は平安時代に位置づけられる。
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第６図　１号住居跡実測図（１/４０）
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第７図　１号住居跡出土遺物実測図（１/ ３）

第８図　２号住居跡実測図（１/４０）

ＳＢ２
　調査区の北壁より一部のみが検出された。角丸方形を呈し、検出面から床面までの深さはおよそ４８㎝を測る。

一辺は２．１ｍと２．４ｍを測るが半分以上が調査区外となり、詳細は不明である。柱穴およびカマド等の施設は確認

されなかったが、床面からは集石が検出された。細長い、流線形の自然石が十数個残されており、こも編み石と

推察される。

　　図化し得た遺物は内黒の土師器（４）１点のみである。本住居跡の年代は平安時代に位置づけられる。
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第９図　２号住居跡出土遺物実測図（１/ ３）
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第１０図　３号住居跡実測図（１/５０）

ＳＢ３　
　調査区の南西より検出され、ＳＢ１と切りあい関係にある。ＳＢ

１よりも古いと考えられる。角丸方形を呈し、検出面から床面まで

の深さはおよそ１０㎝を測る。南北方向の一辺はおよそ３．０ｍを測る

が、さらに調査区外へ広がると考えられる。東西方向の一辺はＳＢ３との切りあいで　詳細は不明である。北壁

中央と思しき個所に焼土が残り、土器片が多量に検出された。カマド跡と考えられる。図化し得た遺物は内黒の

土師器（５）１点のみである。本住居跡の年代は平安時代に位置づけられる。

ＳＫ１　
　調査区の北西角で一部が検出された。

検出面から床面までの深さはおよそ４８㎝

を測る。東西は１．８ｍ、南北は１．１ｍを測

るが、北側は調査区外となるため、詳細

は不明である。図化できる遺物は検出さ

れなかったが、年代は平安時代と考えら

れる。なお、ＳＫ１内にＴｒ３を設定し

掘り下げたところ、弥生時代後期の土器

片が検出された。

ＳＫ1

Ｔｒ

403.200

403.200

１m０

第１２図　１号土坑跡実測図（１/４０）
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40
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20
0

Ｔｒ１

Ｔｒ
ＳＢ３

Ｔｒ
焼土

Ｔｒ

5

第１１図　３号住居跡出土遺物実測図（１/ ３）
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遺構外遺物　
　遺構は伴わないが、調査中に検出された遺物およびグリッド内出土遺物を図示した。包含層上面からは内黒の坏（６・

７）、須恵器（８・７）、土師器甕（１０・１１）が出土した。検出面では内黒の土師器の底部（１２・１３）および灰釉陶器（１４）

が出土した。グリッド内からは土師器の椀（１５）および内黒の坏（１６）が出土した。平安～中世の所産と考えられる。

Ⅳ　小　結

　当該地は平成２年度に調査を行った押鐘遺跡（長野市の埋蔵文化財第 ４１ 集）の東側に隣接する。調査面積が

１００㎡と限られたなかでいずれも部分的ではあるが住居跡３軒および土坑１基が検出された。今回の調査では、

トレンチ調査により、平安時代遺構の下に弥生時代の遺物包含層の存在が確認された。弥生時代の遺構面につい

ては、開発事業において建物基礎の影響が及ばない深さにあると判断されることから、現状保存とし、今回調査

は行われなかった。最後に、調査の実施にあたり事業主体者の傳田孝吉氏には埋蔵文化財の保護について多分な

御理解、御協力を頂いた。末筆ではあるが深甚なる感謝をささげ調査の総括としたい。
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第１３図　遺構外出土遺物実測図（１/ ３）
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調査区全景（南から） 調査区全景（東から）
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ＳＢ３ ＳＫ１（Ｔｒ３）

作業風景 発掘調査参加者
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